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●いんば沼を詠う………………………村上勲
一大正期の歌人たち－

《第30号》

財団法人印膳沼環境其今
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やかに

ま!た

むし」

こう

濁った

職蕊擦｝るかも

はみえなかったようである。

、東声も「この沼のにごれる波は」とか、「濁り波さ

という言葉を入れ、歌を詠んでいる。

してみてくると、当時のいんば沼は暗く、重苦しく、

（汚れた）沼ではなかったのかと早とちりする人がい

知れない。確かに、いんぱ沼の周辺は平坦であり、空

沼一面に映るほど広いため、どんよりと曇った日は沼

も、水面もくすんだ色になる。しかも沼底が浅いため、

立つと泥が巻き上げられ、沼の水はすぐに濁ってしま

村上勲（郷土研究家） 霞灘蕊蕊全体が．』
;の辺り

いんぱ沼が「歌人たちのメッカ｣、「歌人の玉手箱」と呼ぱｊ風波が立つ

枚た時代があった。そのきっかけを作らたのは、大正末期かっ。

ら昭和初期にかけて多数の農民による集約的共同経営による

農業を目指して開墾に力を注ぎ、吉植農園を開設した印潅郡

本埜村下井の歌人吉植庄亮（よしうえしようりょう）である。

今から86年前の大正12年５月、千葉市で開催された千葉県歌

人大会の帰りに北原白秋、舌泉千樫（こいずみちかし)、尾

山蔦二郎（おやまとくじろう)、橋国東声（はしだとうせい）

の４人をいんぱ沼に案内したのが始まりである。

大正12年５月14日、前日の千葉市での歌会から成田を経て

安食駅で降りた一行は（白秋と千樫は酔っぱらって一汽車遅

れて到達）長門川を渡し舟で渡って､庄亮の家へと向かった。

この折、庄亮と最も仲の良かった北原白秋は、初めていん

ぱ沼と出会い

下総ヤ印椿（いには）の大幅（おおい）見にｒ系マ

凡マおどろきぬ灰燭（はいだ）める波

と詠った。この歌では庄亮の故郷であるいんぱ沼へはるばる

やってきて……、ここかあ！という感慨を、白秋は「下総

や」の「や」で表している。そしてそこで驚いたのは、沼に

立つ灰色の濁った波であった。

この歌が、最初、発表された時は

下総（（もうさ）ヤ印繕の大幅見に１９糸マ

凡マおぞ､ろきぬ目藩（まか'ず）（マユっ

であったが、その後、「目窮して立つ」を「灰濁める波」と、

いんば沼を見ての驚きの内容に改めたのである。

このことによって、葦や荻の向こうに広がるいんば沼の景

色が一層よくみえる歌となっている。一方､白秋の道連れだっ

た千樫は、

うち見私ぱ印塘の大幅おぽほl<

濁り光れり青原の中に

と詠っている。庄亮と並び房総三歌人の一人といわれる千樫

の目にも、いんば沼は灰色や銀色に濁った印象で、決して鮮

玉塞噌乾･ＲＬ画晶星

＝■･出国哩騨､毛色番厘

このような背景を抱いたいんぱ沼に白秋たちが初めて訪れ

た日は、曇っていたうえに風もあり、沼は波立ち濁ってみえ

たのである。その状況を詠ったのが、先に紹介した白秋の第

一首目である。しかし、いんぱ沼は、実際には波が濁ってみ

えていただけではなく、明るくもみえていたのである。この

ことは、白秋の二首目の歌･･･

ぼろぼろ（葦原かけＷ甚ふれば

壷よりも明（大さ印塘耀（いんばいま）

要するに、沼の水面は曇り空よりも明るかったと詠っている

ことから裏付-けられる。

とにもかくにも、歌人たちはいんぱ沼の広さ、満々と湛え

た水の豊富さに驚いたようで、その様子や驚きは、次に紹介

する舟遊びの歌で情感豊かに、また音楽的に詠われている。

舟に居マ州の上（へ）を凡れば目のきばみ

ただ平（くいら）する夏草の原（蔦二郎）

印捲解（いにはい）の真菰がうへ詐曾く．､舟の

舟志うす（草の繁の（へ）に（蔦二郎）

紫原の根すき幹（もｒ）すきあかるきに

水はよせこりゆたにごゆ富に（鴬二郎）

蛇足かもしれないが、これらの歌によっても沼の水が澄ん

でいたことは分かって貰えるのではと、思う。

さて、このように、庄亮に招待された歌人たちはいんぱ沼

で草原に遊び、鯉捕りを見たり、舟遊びに興じたりしている

が、よほど感興をそそられたのか、その後２ヵ月の間にいん

ば沼での様子や印象を白秋は「初夏の印膳沼」で82首と「印

膳の葦」で40首、千樫は「沼畔雑歌」として54首、また東声

は「五月の水郷」と「鯉の巣」合わせて53首、篤二郎は「東

夷}哉咲」で21首と、互いに競い合うように発表している。こ

んなに高名な歌人たちが一所（ひとところ）に揃って、しか

も多くの歌を詠み、それが活字として遣されているのは、非

常に珍しいことであり、大正期のいんぱ沼がいかに人の心を

豊かにしてくれたか、計り知れないものがある。

－２－



印捲耀津々の荻原風次げば

見ゆるかざりが皆そよぐすり（白秋）

この素直で流れるような歌からは、いんぱ沼の広さや、遥

か遠くまで続く、葦や荻の原が風に吹かれている情景が目に

浮かんでくる。

余談だが、この歌の舞台となった北いんば沼の土地は、長

い年月の間、利根川の洪水によって水害を頻繁に受け、荒れ

てはいたものの、肥沃であった。吉植家は庄亮の父の代まで

代々、春はこの地に萌える若葦や若萱を肥料として、冬は、

また萱･葦を近郷近在の屋根葺（やねふ）き材料として商（あ

きな）うのを家業としていたくらいであった。その葦や萱が

茂る原を千樫は、

ふみあゆむ茅原（吟ばら）あ（原までも原

いヤめづらｌさ青〈ぐの原（千樫）

と詠っている。この歌からは広く深い若草の原、丈高い草を

分け入れば、そこは別天地で、その道すがらの瑞々（みずみ

ず）しい若草に手をやりながら弾（はず）んでいる千樫の心

が伝わってくるが､その草原で千樫は沢山の歌を詠んでいる。

いくつか上げてみると…

踏み入り了草の句ひをおどろきい

（みみ明るさ典月の草原

声近く鳴く行々子（よ（きり）のか‘ず見えず

すみだち壁細る青農の原

掌（たすごとろ）こころよさかも青くぐの

茎を割（さ）きつつ縄鈎（す）ひにけり

一首目では「草の匂い」という嘆覚、二首目は「行々子の

声と青藍原」と聴覚に視覚、そして最後の歌では思わず手に

とって縄を絢う掌（てのひら）の感触と、まさに五官を生き

生きと働かせ、大自然の中ですっかり心を解き放って愉しん

でいる様子が伝ってくる。千樫と白秋はこの草原がことのほ

か気に入っていたというが、特に、農家の出の千樫はこの豊

かな草原に'惚れ込んで、父を偲び、子供達を想う歌まで作っ

た挙げ句、

かくだにも茂りゆた‘ナさ草原ャ

牛を島を飼ひ７位むくかりける

と自分の理想の姿を夢見るほどであった。

真菰（まこも）や葦が生い茂り､雲雀（ひばり）や蔑切（よ

しきり）が噸（さえずり）り、水面には鳩の浮かぶ沼を喜ん

だ歌人たちに、そこが、また魚の宝庫でもあることを目の当

たりにさせたのは舟遊びであった。

大楊(おおヤｆＦざ）いずりか』ずさる川隈(かわく‐ま）に

鯉鋼張れりその製鋼を（千樫）

柳か‘ずよき水隈に鋼張り７

鯉追ふ男ャたら水悼（束声）

おもむろに鋼をあげつつ手こ､､ごへの

よる（きかもよ我らを見けり（千樫）

ク明かりまだ水にある''１の面に

璽鱗躍りマ上げられに‘ナリ（東声）

鋼の中にーたい跳ね（大さ錘

（づかするかもか奥に光り（千樫）

楊が影を落とす川隈、すばしこく網を張っては樟で水面を

敵（たた）<村人、捉えられて観念する鯉…、鯉取りの歌を

このように拾い出し､並べてみるとその場の情景だけでなく、

神秘性を感じ取っている歌人たちの昂奮までがひしひしと伝

わってくる。

草原に遊び、いんぱ沼を満喫した歌人たちは庄亮の家に

戻った後、今度は、村の青年達の麦揚き踊りを愉しみながら

酒を酌みかわすという夜の部に入っていく。

これがまた愉しかったらしく、そこでは白秋の民謡なども

生まれている。翌日は朝から酒が始まり、いんば沼に来られ

なかった前田夕暮や若山牧水、斎藤茂吉らに送った即興の寄

せ書きも残されている。それは当時の歌人たちの繋がりもう

かがわせて面白いものだが、紙面の都合、別の機会に譲りた

いと思う。

WＧ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

いんぱ沼は、今、飲料水の源、また農業用水や工業用水の

水瓶（みずがめ）として、なくてはならぬ貴重な宝である。

かつてこの岸辺には種々の植物が生い茂り、沼の周辺や水面

下では多くの生き物が育まれ、村人たちにとってかけがえの

ない豊かな恵みの沼、生活の場であった。それは、今でも変

わってはいない。いんぱ沼は人々の心を惹きつけ､受け入れ、

慰める心の故郷でもある。白秋や千樫など大正期の歌人たち

は、いち早くこの沼の持つ魅力を鋭い直感で感じ取り、あこ

がれを抱いた。そしてその後、何度もこの地、いんぱ沼を訪

れ、数多くの歌を残している。

いんぱ沼にこうした時代があったことを思い起こし、沼の

魅力や力を見直すことは、今を生きる私たちが自分の財産を

守ることと等しいのではないだろうか。

』
－３－
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い んば沼に遊ぶ
－愛しき鳥たち一

浅野俊雄（｢財団法人日本野鳥の会」会員）

“いんぱ沼"、この言葉の響きは、私にとっては懐かし

い郷愁以外の何ものでもない。

私は、まだ小学生で、沼に行くには京成臼井の駅から

歩いて、水路に架かる橋を渡り、そして土手に上がって、

ようやく沼をみることができた頃です。当時の沼は岸辺

から葦原が続き、砂泥質の遠浅であったが、水は澄んで

いて、きれいであった。

私は叔父に連れられて、よく沼にヘラブナ釣りに出か

けたものです。特に、秋遅くから春にかけてのへラブナ

釣りは、寒ブナ釣りと称し、叔父は足繁く通い、私も連

れられて行きました。その頃は、沼には、まだ多くの野

鳥がいました。

冬季の湖面には、カモが幾千ともなく遊び、あたかも

ゴマを振りまいたような賑わいをみせていました。春季

から夏季にかけては、鷺（サギ）の仲間が群れて遊び、

葦原では“オー、オー”とヨシゴイの鳴き声が響き渡り、

またオオヨシキリの“ギョギョシ・ケシケシ”と、他を

圧倒するように賑やかに鳴く声は、真夏のけだるい体に、

｢元気出せ！」と離しているようにも聞こえました。葦原

では緑濃い葉が肌を焼き尽くすような勢いの太陽を照り

返している夏の日を想い出します。

私のいんぱ沼は、このようなかつての風情の懐かしい

想い出から始まります。

》》》なぜ、野鳥を観るのでしょうか
生きものたちは種の存続のために餌を採るということ

に、その生命を持ち続けているといえます。ここには、

食物への輪廻としての食物連鎖があるのみです。要する

に、“食うか食われるか”の弱肉強食の世界があるのみと

いっても過言ではない世界です。

豊かで広い土壌があり、植物が茂り、虫が生長し、烏

たちが歌い、舞い、動物が割拠する世界。この中で多種

多様な生きものたちが“食う食われる”の関係を機能と

して保ち、そして環境との関わりの中で安定した構造の

生態系を作りだしているのです。これが本来の自然の姿

といえます。

野鳥観察について崇高な言い方を選ぶとするならば、

鳥たちの美しい姿、魅惑的な鳴き声を楽しむことで、自

然のありのままの姿を確認し、自然回帰を促す行動とい

えます。

いんぱ沼と沼を取り巻く自然は、“食う食われる”の世

－４－

界の頂点の立つ高次消費者の野鳥の多様性を確認するこ

とで、その豊かさを知ることができるのです。

いんば沼は多くの生きものたちにとって、まさに恵み

の場なのです。なぜなら、広くて浅い豊かな沼は、いろ

いろな魚たちを育み、いろいろな水生植物の繁茂を促し、

虫たちを生み出し、そして鳥たちを豊かにさせている。

この輪廻を知り得ることが、鳥を観察することの意味な

のです。また、いんぱ沼の鳥たちを観察できるというこ

とは、それ自体の存在が沼の豊かな自然を表しているか

らです。

》》》いんぱ沼の鳥は、どんな鳥
日本では現在まで、約550種類以上の野鳥が確認され、

このうち542種類が正式に日本産の野鳥とされています。

その中で、いんぱ沼では200種類以上の野鳥が確認されて

いますが、その多くはカモ類の水鳥をはじめとして、オ

オヨシキリ、ホオジロなどの草原性の烏などです。

いんぱ沼は、かつて千葉県内最大のカモの渡来地とし

て名を馳せていましたが、今では、全国でも水質がもっ

とも悪い沼となってしまったことと相まって、カモたち

の飛来も減少しています。しかし、嘆くことはないと思

います。近い将来、沼の浄化が促進され、きれいな水が

復活されるならば、かつてのように鳥たちのパラダイス

になることには間違いがありません。

もっとも身近でみられる沼の水烏たち……

まず、いんば沼に生息する野鳥のなかで身近にみられ、

しかも体のもっとも大きな鳥はアオサギです。この烏は、

年中、沼で生活し、たくさんの魚を食べています。体は

青灰色の羽で被われ、約160ｃｍにもおよぶツルに似た鳥

ですが、飛ぶ時、ツルとは異なり、首をＳ字に曲げて飛

ぶことから容易に区別できます。

サギの仲間であるダイサギ、チュウサギ、コサギ、ゴ

イサギなども、年間を通してみられる烏たちで、沼に仕

掛けられたグレや柴漬漁の漁具の杭などに止まっている

姿を多くみることができます。

冬は、渡来するカモたちです。かつていんば沼は、カ

モたちの宝庫ともいわれるほどたくさん飛来し、その鳴

き声がうるさいほどでしたが、今では数がめっきり減っ

ています。この原因については、自然的な環境の消失や、

沼の水の汚れが考えられます。



カモたちの仲間には、「淡水ガモ」と呼ばれる水の中に

潜らないで餌を捕る水面採餌ガモのマガモをはじめ、コ

ガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、オナガガモなどの冬鳥と、

一年中見られるカルガモなどがいます。また、この他に、

｢海ガモ」と呼ばれ水の中に潜り、魚や沼エビを捕る潜水

ガモのホシハジロやキンクロハジロ、スズガモなどの飛

来を見ることができます。そしてこの中に混じって、鵜

のようなクチバシとカモのような体形を持ち、白と黒の

色の羽をまとい、そして顔が白く、また目の周りが黒く、

あたかもパンダのような模様からパンダガモと呼ばれる

ミコアイサなどもたくさんみることができます。

その他の水烏たち……

浅く広いいんぱ沼には、さらにユリカモメ（冬の烏)、

アジサシ、コアジサシ、カイツブリや、大きな黒いカラ

スのようなカワウなどと、バン、オオバン、ハクセキレイ、

セグロセキレイなどの水辺の鳥たち、また空飛ぶ宝石と

讃えられるカワセミの仲の良い夫婦の姿などがみられる

とともに、水に飛び込んで魚を捕まえるミサゴの姿を見

つけたりすることもできます。

》》》沼の岸辺や周辺の鳥たち

いんば沼は大きな葦原を持ち、背後の岸部近くにはヤ

ナギやハンノキが植相を成しています。ここは小鳥たち

の住処です。またいんぱ沼の周りには、開墾された田ん

ぼが広がり、ため池や林があります。ここでもたくさん

の野鳥たちと出会うことができます。

一方、空を見上げると、ミサゴと同じタカの仲間であ

るオオタカ、ハイタカ、チュウヒ、ノスリなどが飛期し

ています。

アシやヤナギ、八ンノキでは……

夏のアシ原ではオオヨシキリやセッカなどが、“ギョ

ギョシ・ケシケシ"、“ヒッヒッ・ジャジャ”とI離し立て

るかのように鳴く姿が簡単に見つかります。オオジュリ

ン、アオジ、ツグミやアカハラ、シロハラといった冬鳥

たちは、枯れた葦や真菰の原を遊び場として、また猿の

ような顔をした赤い烏のベニマシコ（冬）やカワラヒワ

などはヤナギやハンノキに止まり、いんぱ沼の自然をう

まく利用して生活しています。

周りの田んぼや林では･･…・

田んぼの畦ではキジが…。冬にはタシギ､タヒバリなど。

春にはヒバリが噂りを聞かせてくれます。林では、ウグ

イス、エナガ、シジュウカラ、メジロ、ヤマガラ、小さ

なキツツキのコゲラ、そして千葉県の県鳥であるホオジ

ロが「一筆啓上仕り候」と噂る姿もあり、賑やかな野鳥

の姿を見ることができます。

》》》鍵わりにかえて

いんば沼は、沼の中、アシ原､樹木､周辺の草原、田んぼ、

－Ｏ－

そしてため池などのそれぞれの場にたくさんの烏たちが

訪れるので、根気よく野鳥観察を続ければ、いろいろな

鳥と出会い、烏の名前だけでこの冊子の１頁相当分の紙

面を埋め尽くせることができます。さて、いま、いん

ば沼は、全国の湖沼の中にあってもっとも水質が汚れた

沼として略印を押される一方、いんば沼および流域に生

活する生きものたちは、その生息数を確実に減らしてい

ると言われています。もちろん、野鳥も例外ではありま

せん。しかしながら、これから、関係機関や流域住民が

連携しあい、いんば沼の再生に向け、地道にいろいろな

努力が続けられていくならば、近い将来、必ずや沼の再

生の願いは叶えられ、いんぱ沼の自然を声高らかに誇れ

る時がくるものと信じています。

確かに、いんぱ沼と流域の自然を破壊されることなく

保全･管理していくことは､大変なことです。しかし、たっ

た一人の小さなことが、大きな力となって役に立つこと

があるのです。例えば、ここで、強いて言わせてもらえ

るとするならば、「いんば沼でバード・ウオッチングを」

というキーワードがその一つです。

烏がきれいとか、鳴き声が素敵とか、可愛いとか、と

感じて野鳥の観察をし続けていくと、次第に気持ちの中

に、この鳥たちがいなくなったら…？いなくならない

ようにするにはどうしたら良いのか？などの思いに至

ります。これが、確かな自然への目覚めなのです。

いんぱ沼をきれいにして、周りの自然環境を整え、良

くすれば、自ずと虫たちや魚たちが増え、またそれらを

餌にする鳥たちをはじめ、たくさんの生きものたちが生

活をでき、いつまでも野鳥と出会えることができます。

自然環境という言葉を良く耳にしますが、自然の環境（景

観）を美しくすれば、ただ、それで良いのでしょうか？

自然環境とは、「生きものたちの生きている場所｣、す

なわち「生きものそのもの」なのです。

このように理解をするならば、「自然環境を守る！」と

か､｢いんば沼を守る！」とかという意味合いがよく分かっ

てくるのではないでしょうか……？

E丙で一一一ﾛ 雲参篭鍵

いんば沼でみられるもっとも大きな水鳥

「アオサギ」



いんば潔の汚爽

…簿凝惑危施
命かクのか 輯③ｄｐ

本橋敬之助（農学博士）

（財団法人印膳沼環境基金）

平成18年暮れ、環境省が発表した平成17年度におけ

る全国湖沼水質測定結果（COD値）では、いんば沼は

8.1ｍｇ/｣､、そして全国湖沼水質ランクはワースト８と、

大いに改善され、欣喜雀躍する思いであった。しかし、

平成18年度は8.6mg/｣2と悪化に転じ、水質ランクは全

国ワースト４、そして平成19年度は11ｍｇ/｣､と、さらに

悪化し、ランクは最悪の全国ワースト１…。

いんぱ沼における水質測定は､法律（水質汚濁防止法）

に基づく公共用水域水質測定計画の中で西印膳沼（以

下､西沼）では“阿宗橋"、"上水道取水口下”および“一

年度は8.6ｍｇ／４と増加に転じ、そして19年度は、さら

に悪化して11ｍｇ／４，しかも全国湖沼水質ランクでは

最悪のワースト１であった。ここで、問題なのは、全

国レベルでの水質ランクではなく、ＣＯＤの値そのもの、

すなわち西沼では平成11年度から平成17年度までの間、

流域住民の水質浄化に対する地道な努力の積み重ねを反

映するかのように、ＣＯＤの減少は少数点以下を競う微

減の勝負であった。にもかかわらず、平成１９年度は、一

挙に二桁台と、ここ１０年間で２番目に悪い結果となって

いる。

一方、北沼におけるＣＯＤは平成10年度に、水質測定

開始以来､２番目に高い12ｍｇ／４を示したが（北沼での

最高値は、平成６年度の13ｍｇ／４）、その後、減少し、

平成14年度には、ここ10年間で最も低い8.8ｍｇ／４を示

した。しかし、この後は、前述したように、目立った流

入河川がないにもかかわらず､西沼を上回る値で増加し、

平成17年度には9.8ｍｇ／４〔もし、ここで北印膳沼中央

がいんぱ沼の環境基準点として指定されていたならば、

本松下”の３地点、そして北印勝沼（以下、北沼）ではこの年度のいんぱ沼の水質ランクは、全国でワーストI

"北印膳沼中央”の１地点と、計４地点で行われている。の佐鳴湖（11ｍｇ／４)、ワースト２の伊震豆沼（10ｍｇ／４）

このうち、“上水道取水口下”はいんぱ沼における環境に続き、ワースト３であった〕、そして平成１９年度は西

基準点に指定され、いわばいんぱ沼の水質全権大使みた沼と同じＣＯＤ値を示し、悪化を辿っている。

いなものである。しかし、実際のいんば沼は、地形的に

北沼と西沼に分かれ、そして約４kｍにわたる細長い捷水鶏涛稔を箔r《鍔因……

水路で結ばれている。このため、両沼は、それぞれに自関係機関によると、平成19年度の水質悪化は、天候が

ずと異なる土地利用と自然的な特徴を背後に抱いているアオコ（藻類）の大量発生（生産）にとって極めて好条

が、それを決定づけている主な要因としては、流入河川件であり、このことがＣＯＤ値の増加(水質悪化)に蕊がっ

の存在であるといえる。すなわちいんぱ沼で主要と称さたとコメントしている。一般に、湖沼におけるＣＯＤは、

れている河川は、ほとんどが西沼に注ぎ込み、北沼では大きくは陸域で発生し、そして流入河川などを通して沼

利根川に通じる長門川があるのみである。しかし、このに流出する陸域由来のＣＯＤに加え、沼内部で生産され

長門川は、平水時はいんぱ沼の水を自然流下で利根川にた藻類などの湖沼由来のＣＯＤが合わさった値で示され

放流、また渇水時にはいんば沼の管理水位を維持するたるが、特に、後者由来のＣＯＤがアオコなどの藻類（植

め、長門川をとおして利根川の水を長門揚水機場で汲み物プランクトン）の生産量の多寡Ｔ要するに沼の中の窒

上げいんば沼に入れるという、いわば用・排水路の二つ素およびりんなどの栄養塩類物質を基本にして、藻類の

の機能を持ち合わせている河川と準えないこともない。光合成作用を活発にする高い水温（気温）と長い日照時

このような背景をそれぞれ抱くことから両沼の水質がそ間などの気象要因が密接に関係していることは確かであ

れぞれに異なった様子を議せたとしても、決して不思議る。

なことではないく とするならば、平成19年度における気象要因が果たし

て、平成１７年度に比べてアオコの発生にとって好条件で

西謹およびi北沼にお鯵蓄永鍾Z，繕夢…… あったどうかを確かめ、上述の関係者によるコメントを

最近10年間（平成11～19年度）におけるいんば沼の正す必要がある。

水質をＣＯＤを指標として年平均値でみると、西沼では気象庁の佐倉アメダス局の気象観測資料に基づき平成

平成11年度に12ｍｇ／、を示した後（西沼での最高値は、１７年度および平成19年度における気温と日照時間の年間

昭和59年度の13ｍｇ／４）、減少を辿り、平成17年度には、累積値を比較してみると、平成19年度は平成17年度に比

冒頭で述べたように､8.1ｍｇ／４まで減じた。しかし､1８べ、気温は5.6℃高く、日照時間は367.8時間も長い。

…‘:Ｌ(噸ﾉﾂｨﾙ"/:如傭"一６－缶切‘,｡蝋鮮‘
「『,獣,恥

罰凸



方、千葉県の公共用水域水質測定結果から算出した北沼

および西沼の年間累積水温の比較では西沼で15.6℃、北

沼は210℃も高い。また、藻類の発生（生産）に必須の

栄養塩類は、元々、両沼においては気象条件が整えば、

いつでも藻類の大量生産を招くほど有り余っている状

況にあるが、これにも増して、平成19年度は平成17年度

に比べ、窒素は北沼で2.8ｍｇ／４，西沼で5.9ｍｇ／４、り

んはそれぞれで0.19ｍｇ／4,0.33ｍｇ／４も高くなってい

る。そしてこれらの結果として、ＣＯＤの年間累積差は

北沼で16.8ｍｇ／、（内部生産ＣＯＤ:１０ｍｇ／、)、西沼で

30.1ｍｇ／４（20ｍｇ／４）とそれぞれ高く〔なお､括弧内は、

少々、専門的になるが、内部生産ＣＯＤと称し、ＣＯＤ

から溶解性ＣＯＤを差し引いた値で、巨視的には藻類に

起因するＣＯＤとみなされている〕、しかもこれらＣＯＤ

に占める内部生産ＣＯＤは、それぞれの沼で約66％､60％

と大きな割合を占めている。

いずれにしても、これらの事実から平成１９年度におけ

るいんば沼の水質悪化は、気象条件が大きな引き金と

なって大量生産された藻類が起因したということには異

論を挟む余地があるまい。

水露悪光のﾉ防邑止ﾂｾﾜ察……

近年、地球規模での温暖化が昼夜分かたず、警告にも

等しく、しきりに叫ばれている。今後、この温暖化現象

の中で生じる気温の高まりと相まって、いんぱ沼の水温

が上昇し、‘慢性的な藻類の大量生産が危'倶される。言う

までもないが、温暖化対策は、単にいんぱ沼流域のみで

解決できる問題ではない。とするならば、いんば沼の水

質改善には、自ずと藻類の大量生産を助長する窒素およ

びりんの削減､要するに沼の中に多量に蓄積されている、

また流域から沼に流れ込む窒素およびりんの削減が対策

の愁眉の急となる。しかし、この中にあって、沼内にお

ける栄養塩類の削減対策、すなわち水中に多量に溶存す

る、あるいは底泥中に多量に蓄積している栄養塩類の削

減対策は、いずれの場合でも頗る難しい問題である。現

在、前者の対策として水生植物の植栽などによって栄養

塩類を吸収させる方法、また後者については波喋などに

よる除去の技法が用いられているが、実際的には、功を

奏するどころか、疑問視されている部分もある。

このようにみてみると、終局のところ、目に見えて、

確実に効果が期待できる対策は即効性があり、最善とい

える流域での発生源負荷削減対策である。

重蒙諦よびりんの賃喬藷生源とﾉ潮Ｉ減誠籍……

ここ数年、いんば沼流域における窒素およびりんる窒素およびりんの負

荷発生源として、常にワースト３の中に名を連ねている

のは、窒素については畑、市街地等、合併（あるいは単

独）処理浄化槽、りんは合併処理浄化槽、単独処理浄化

槽、市街地等であるが、これらの中で発生負荷削減の具

体策としては、畑については減肥化、そして合併処理浄

化槽および既存の単独処理浄化槽（新規の設置は平成１３

年以降法律で禁止）については、流域住民の意識の変革

で容易に対処できる窒素およびりんの除去が可能な高度

型合併処理浄化槽への変換である。例えば、農家が主体

となって行う減農薬・減肥料は、流域住民が農産物の容

姿にとらわれず､積極的な地産地消によって可能になる。

また、浄化槽の変換については自治体の補助制度がかな

り充実してきているので、関係窓口に出向くことによっ

て実現可能である。

しかし、これらに対して、降雨に伴って発生・流出

する市街地等からの窒素およびりんの削減対策について

は、これからの一大課題であると同時に、今後、誰しも

が真剣に対1時しなければならない重要な問題でもある。

実際、この問題が顕在化してきたのは、比較的最近のこ

とである。要するに流域人口の急激な増加にともなう都

市化によって引き起こされ、そして今日のような深刻な

問題に発展したといえる。現在、この対策としては、路

面の清掃､透水性道路の整備など雨水の地下浸透の推進、

雨水貯類溜施設の設置などが考えられているものの、結

局は、この問題の歴史が浅いため、まだ暗中模索の段階

にあるといえる。

とはいえ、この問題に流域住民が挙って手をこまねい

ているゆとりはない。とりあえず、今、流域住民の一人

一人が考えられ、容易に実践できる即効的な対策として

は、自分たちの住まいの庭はもとより、庭先の側溝や道

路の清掃、一般市民団体が行っている公園などの公共施

設の清掃活動に積極的に参加、要するに路面や地表面な

どに堆積した汚れの物質を清掃することである。この効

果については、路面堆積負荷の90％を清掃で除去した場

合、雨天時のピーク流出負荷（BOD）の約８～９割を

削減できるという調査結果がある。

かつて地域のあちこちの街角では老若男女を問わず、

朝早くから掃除する姿を見かけたものである。今、考え

てみると、当時の人たちは誰に教わることなく、環境に

優しいことをしていたものだとつくづく感じる。これか

らでも遅くない、現在を生きる私たちも朝早くとは言わ

ないものの、路面の清掃などを通して、多くの人々と接

し、いろいろなことを学び、環境の美化に繋げていく、

これこそ、まさに多石多鳥（？）といえるのでは……、

と思う。
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《蓄童(認簿､苧逃)》

芦原修二著：「川魚図志」（1984年１０月発行､１５８頁、喬吉

房出版株式会社）にみる“筈立漁”の挿絵

｣|写真提供：「写友いには会」主宰、鈴木康雄氏（印膳村在住)Ｉ

"言立（グレ),,とは………

すべて竹責で編み、かつては沼の至る所で見られた最大

の漁具で､漁獲対象はコイ、フナ､ナマズ､力ムルチー（俗

称:ライギョ）の大型魚類であった。魚を誘導する責立は、

大きいもので長さが１００ｍ近くもあった。今は、その姿

をほとんどみることができない。

写真にみる“グレ”は、平成１８年１月に㈹佐倉市観光

協会と印膳沼漁業協同組合が観光目的に再現し、設置した

ものである。

編集：財団法人印旗

今年もまた､７月末頃に印膳沼水質保全協議会と

の共催で屋形船による印膳沼の自然観察会を開催す

る計画である。この事業は、すでに６年の歴史を持

つが、参加応募者にとっては競争率の高いのが痛の

種らしいが、厳正を持するためには、いた仕方ない

ことである。

これはさておき、観察会には私も案内役として、

乗船し、沼に関することを績々お話し、沼の浄化と

再生に対する住民の意識高揚に一役買っている。反

面、観察会の度に、果てしない胸の痛みに雲われる。

原因は、沼を優しく包む、周りの里山や斜面林が

年々、竹林の勢いに追いやられ、荒れ果ててゆく姿

である。

と、同時に思い起こす|ま、この雑誌（第30号）

が発行される約１年前の平成２０年５月１５日、千葉

県東金市在住の池田康宏さんがある新聞の「声・主

張」欄に投書した記事のことである。要約すると、

彼の家の前は戦国時代の城跡がある標高１００ｍほど

の山、そして後ろは九十九里浜であるという。とこ

ろが、杉や桧が生い茂っていた城跡の山に竹が目立

つようになったとして､彼は、“山に竹が侵入すると、

木々を枯らして竹ばかりの単純な環境になってしま

う。根も木々に比べると浅く、山の保水力が劣って

くる。竹林と山林、双方の持ち主は管理に手を尽く

してほしい｡”と述べ、訴えている。まったく同感

の至りである。

印膳沼周辺の竹林の蔓延りの様は、近くの道ばた

からでは知る由もないが、沼からでは一目瞭然であ

る。かって印権沼は周辺の木々と一体となり、隣接

の手賀沼とともに、風光明楯な自然公園として指定

され、傷つきながらも現在に至っている。ある調査

結果によると、沼の年間流入水量の３分の１ないし

２は沼周辺の湧水を水源としている。そしてその湧

水の酒養は、保水力の強い常緑樹や落葉樹の林や森

によって支えられているという。

いま、山林の管理は、所有者の高齢化に加え、安

い建設資材の輸入などで深刻な社会問題となってい

る。とはいえ、印膳沼は、渇水時には千葉県民の４

分の１に相当する約１４０万人の命を支える貴重な水

瓶である。沼周辺の山林管理と沼の水管理は、まさ

に表雲一体の問題である。この解決には、竹林の伐

採とその処理・処分が愁眉の急である。飲み水を守

るためにも……。

（ｋｍｏｔｏ記）
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